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茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る
｢
天
晴
(
旧
キ

ッ
チ
ン
晴
人
)
｣
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

新タマネギ中１個

新ジャガイモ２個

ソラマメ８粒

薄力粉適宜

水溶き天ぷら粉100㎖

サラダ油適宜

塩少々

１．新タマネギは繊維に沿って５㎜幅にスライスする。
新ジャガイモは極細に千切りし水にさらす。ソラ
マメはさやから取り出し皮をむく。

２．ボウルに新タマネギ、水気を切った新ジャガイモ、
ソラマメを入れ、薄力粉をまぶし混ぜ合わせ、水
溶き天ぷら粉を入れさっくりと混ぜる。

３．18㎝のフライパンに１㎝ほどのサラダ油を入れ
180度に熱し、２のかき揚げの材料を入れ２～３
分ほど揚げ裏返して、さらに２～３分ほど揚げる。

４．３を２等分に切り器に盛り付け、塩を振って出来
上がり。

材料(２人分) 作り方

印
刷
・
製
本
／
㈲
印
刷
文
化
堂

乱
丁
・
落
丁
・
不
刷
の
際
は
お
取
替
え
い
た
し
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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５５ 新
タ
マ
ネ
ギ
と

新
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

か
き
揚
げ

◇
㈱
ア
グ
リ
ラ
ボ
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

―
村
山
市
で
行
わ
れ
た
若
手
農
業
者
の
意
見
交
換
会
に
参
加
し
た
時
に
、
㈱
ア
グ
リ

ラ
ボ
代
表
で
あ
る
柴
田
清
志
さ
ん
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
農
業

研
修
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◇
農
業
の
魅
力
に
つ
い
て

―
農
業
は
天
候
が
作
物
に
及
ぼ
す
影
響
だ
っ
た
り
、
炎
天
下
の
中
で
の
作
業
で
あ
っ

た
り
と
大
変
な
こ
と
が
多
い
職
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
大
変
な
中
で
一
生
懸
命
栽
培
し
た
も
の
を
た
く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て
も
ら
っ

て
、
「
お
い
し
い
」
と
い
っ
て
も
ら
え
た
時
が
農
業
の
最
大
の
魅
力
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◇
休
日
の
過
ご
し
方

―
休
み
の
日
は
、
奥
さ
ん
と
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
家
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
好
き
な

漫
画
を
読
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は
料
理
を
作
る
こ
と
で
特
に
お

か
し
作
り
は
好
き
で
す
。

◇
今
後
の
目
標
は
？

―
ゆ
く
ゆ
く
は
自
分
で
農
業
を
は
じ
め
て
、
す
い
か
な
ど
の
作
物
を
栽
培
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
作
物
の
安
定
し
た
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。
そ
の
あ
と
は
農
業
を
中
心
と
し
た
企
業
を
立
ち
上
げ
、
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村山市土生田

平山
ひらやま

龍矢
たつや

さん (31歳)

平山さんは、村山市地域おこし協力隊

として㈱アグリラボで農業研修をしてい

ます。今年で２年目となり働きながら農

業を学んでいます。

地域おこし地域おこし地域おこし地域おこし

協力隊協力隊協力隊協力隊
村山市



永登さん宅では米専業農家で、父母と一緒に現

在は10ヘクタールほど栽培しています。JAみち

のく村山大石田町青年部委員長として、盟友たち

と一緒に大石田町の農業発展のため頑張っていて、

水稲の播種作業の忙しい中お話を伺いました。

大石田町駒籠

永登
えいとう

亘
ひろし

さん(41歳)

▼
就
農
の
き
っ
か
け
は
？

先
代
か
ら
農
家
を
営
ん
で
お
り
、
子
供
の
頃
か

ら
遊
び
半
分
で
手
伝
い
を
し
て
い
て
、
農
業
の
手

伝
い
が
生
活
の
一
環
で
し
た
。
何
歳
で
就
農
し
た

と
言
っ
て
い
い
の
か
…
気
づ
い
た
ら
就
農
し
て
い

ま
し
た
。

▼
農
業
の
魅
力
は
？

会
社
勤
め
と
違
っ
て
、
時
間
に
縛
ら
れ
こ
と
が

少
な
い
こ
と
で
す
。
自
分
で
計
画
を
立
て
な
が
ら
、

作
業
が
出
来
る
た
め
、
仕
事
と
生
活
の
両
立
が
図

れ
ま
す
。

▼
当
初
、
苦
労
し
た
こ
と
は
？

機
械
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
使
い
こ
な

せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
苦
労
し
ま
し
た
。
色
々

な
機
械
の
免
許
を
取
得
す
る
の
に
、
無
我
夢
中
で

操
作
を
覚
え
ま
し
た
。

▼
休
日
の
息
抜
き
や
楽
し
み
は
あ
り
ま
す
か
？

特
に
思
い
つ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
っ

ぱ
ら
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
等
の
動
画
を
見
て
い
ま
す
。

時
間
に
縛
ら
れ
な
い
と
は
言
い
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ

で
は
大
石
田
町
青
年
部
委
員
長
、
大
石
田
町
消
防

団
で
は
第
３
分
団
２
班
の
班
長
な
ど
、
役
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
何
か
と
忙
し
く
な
り
ま

し
た
。

▼
今
後
の
展
望
は
あ
り
ま
す
か
？

家
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
栽
培
面
積
を
な
る

べ
く
減
ら
さ
な
い
よ
う
、
現
状
維
持
は
出
来
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
父
の
跡

継
ぎ
は
私
し
か
お
り
ま
せ
ん
の
で
…
。

青
年
部
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
中
々
交
流
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
先
日
、
大
石
田
町
青
年
部
の
ポ

リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
の
会
議
で
、
約
３
年
ぶ
り
に
よ
う

や
く
交
流
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
交
流
の
場
を
設
け
、
情
報
交

換
、
若
手
農
業
者
の
育
成
な
ど
、
青
年
部
活
動
を

活
発
化
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
理
事
会
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よ
り

／
お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー
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特
集

令
和
５
年
度
Ｊ
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み
ち
の
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の
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さ
ん
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ご
紹
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ま
す
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第１号 労働保険事務組合事務処理に係る随時監事監査

結果について

第２号 令和４年度資産査定結果および貸倒引当金繰入

について

第３号 令和４年度事業損益計算書・剰余金処分について

第４号 常勤理事候補、女性理事候補、常勤監事候補、

員外監事候補者の推薦について

第５号 第28回通常総代会開催日程および付議案件について

第６号 利益相反取引の承認について

第７号 連結財務諸表作成にかかる連結の範囲について

第８号 不良債権の処理方針について

追加議案１ 職業紹介事業業務の運営に関する規程の一

部変更について

追加議案２ 決算賞与の支給について

【報告事項】

・理事会への経過報告および行事予定について

・主要勘定・安全性の指標について

・令和４年度組合員の加入脱退について

・苦情処理定期報告について

・第４四半期理事会報告（事務ミス、自主検査、反社等

取引）について

・旅行事業取扱い方法の変更について

・ 肉用牛販売実績報告について

・大口信用供与先の経営状況等について

・大口貸出金の報告について

・余裕金の運用状況について

・令和４年度(株)みちのくサービスの事業決算書について

第１回理事会が４月21日に開催

主な議案と内容は次のとおりです。

｢農業と地域の未来を見据えて～次世代へ向けた

改革の実行～」（第九次経営管理３カ年計画スローガン)

2023. ５
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【全体運】追い風に恵まれます。時
間をかけて準備をすれば成功率は
さらにアップ。ニュースは小まめ
にチェックしましょう
【健康運】つい食べ過ぎてしまいが
ち。食事はバランス良く
【幸運の食べ物】シソ

【全体運】好情報をキャッチでき状
況は好転へ。好奇心のアンテナを
高く掲げておきましょう。習い事
にもツキがあります。
【健康運】運動は仲間と一緒に。楽
しみながら長続きできます
【幸運の食べ物】ソラマメ

【全体運】スケジュールは詰め込み
過ぎず余裕を持って。会話を楽し
むゆとりがいい流れを運んできて
くれます。外出にツキ
【健康運】慌ててけがなどしないよ
うに。安全第一で
【幸運の食べ物】ミョウガタケ

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

来月のあなたの運勢 ６月占いコーナー

【全体運】コミュニケーション運が
活発化。人との交流にツキがあり
ます。新しい習い事を始めるのも
お勧め。金運も良好
【健康運】体力アップの好機。ハー
ドなトレーニングもＯＫ
【幸運の食べ物】オクラ

牡羊座 3/21～4/19 牡牛座 4/20～5/20

【全体運】運勢には活気があります。
あなたが頑張ればなんとかなる頼
まれ事は引き受けてあげて。今後
の礎になるはず
【健康運】外出の機会を増やして。
体を動かすほど元気に
【幸運の食べ物】アナゴ

射手座 11/23～12/21

【全体運】良好ですがペースダウン
の時期なので予定を詰め込み過ぎ
ないように。ゆとりある行動を心
がけると好結果に
【健康運】古傷、病後のケアはしっ
かりと。温泉にツキ
【幸運の食べ物】シロウリ

【全体運】ハプニングの予感。忙し
くなりそうですが大きな成果が期
待できます。ピンチはチャンスな
ので冷静に対応を
【健康運】うっかりのけがに注意。
安全確認は丁寧に
【幸運の食べ物】トウモロコシ

【全体運】計画通りに進めようと躍
起になるのは逆効果。少しずつ微
調整しながら進めましょう。下旬
にはうまく整います
【健康運】薬膳など健康にいいメニ
ューを取り入れて
【幸運の食べ物】ラッキョウ

【全体運】少し融通を利かせると驚
くほどスムーズに物事が進展。周
囲の話に耳を傾けて。同じ目的な
ら協力するのが大正解
【健康運】歯科検診など口腔（こう
くう）ケアに力を入れて
【幸運の食べ物】サクランボ

【全体運】なんとなく過ごしている
とトラブルに巻き込まれる恐れが。
予定はしっかり確認。詐欺対策な
どの情報もチェック
【健康運】リラックスタイムを確保。
足のつぼ押しも◎
【幸運の食べ物】カレイ

【全体運】遊びに行きましょう。季
節の恵みを感じられるプランがお
勧め。いつもより遠出を。新作や
限定メニューにツキ
【健康運】血行を良くする運動でむ
くみや肩凝りを予防
【幸運の食べ物】葉ショウガ

【全体運】やり残しがないか確認し
ましょう。丁寧な連絡でミスを回
避。１人で無理せず協力者を探す
姿勢も大事です
【健康運】カルシウムをしっかり取
って骨の強化を
【幸運の食べ物】メロン

双子座 5/21～6/21 蟹 座 6/22～7/22

獅子座 7/23～8/22 乙女座 8/23～9/22 天秤座 9/23～10/23 蠍 座 10/24～11/22

山羊座 12/22～1/19 水瓶座 1/20～2/18 魚 座 2/19～3/20

夏至の太陽

夏至の頃の晴れた日、強い日差しにうなだ

れて歩いていると、地面に落ちた影がとても

短いことを実感します。夏至の太陽は、一年

で最も高くなります。夏至の正午ごろ、沖縄

では地面と太陽の角度が90度近くになり、太

陽はほぼ真上にあります。東京でも地面と太

陽の角度は78度の高さになります。このよう

に影の短さ、太陽の高さを実感できるのも晴

れていればの話です。

沖縄では例年６月下旬に梅雨が明け、強い

日差しが照り付けますが、本州付近は梅雨真

っ盛りの時期です。ただ、この時期に梅雨の

中休みが続いたり、早く梅雨が明けたりする

お天気カレンダー

気象予報士●檜山靖洋

ときは、強烈な日射

による熱中症に注意

が必要です。

夏至は一年の中で

最も昼間の時間が長

く、夜は短くなりま

す。あまり夜更かし

し過ぎると、明け方

すぐに明るくなり、

眠れなくなってしま

いますので、気をつ

けましょう。

モナ・カサンドラ
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渡
邊

陽
一
（
巾
木
田
）

飛
田

文
雄
（
上
仲
宿
）

安
彦

藤
弘
（
下
仲
宿
）

阿
部

錦
一
（
新
田
）

大
高
根
地
区

大
高
根
地
区

工
藤

健
一
（
上
深
沢
大
林
）

高
橋

達
夫
（
下
深
沢
）

増
川

武
弥
（
道
田
）

矢
作

好
光
（
楯
）

矢
作

光
儀
（
外
宿
）

〇新
大
場

正
士
（
平
林
）

矢
作

好
美
（
上
中
原
）

狩
野

正
行
（
下
中
原
）

工
藤

宏
（
里
）

増
川

将
成
（
森
）

矢
作

和
男
（
小
滝
）

青
柳

政
司
（
境
ノ
目
）

◎
齋
藤

孝
男
（
中
山
大
谷
地
）

〇新
森

拓
也
（
新
西
）

井
上

和
彦
（
下
小
屋
）

○
井
上

孝
俊
（
大
石
）

井
上

英
雄
（
大
鳥
居
）

戸
沢
地
区

戸
沢
地
区

齋
藤

邦
弘
（
本
郷
）

井
上

憲
幸
（
水
口
）

齋
藤

英
一
（
松
倉
）

齋
藤

定
男
（
須
摩
）

卯
野

久
悦
（
樽
石
北
）

〇新
笹
原

和
彦
（
日
影
）

◎
太
田

一
男
（
稲
下
北
部
）

楯
岡
地
区

楯
岡
地
区

奥
山

賢
一
（
上
新
町
）

○
西
村

好
彦
（
下
新
町
）

◎
松
岡

眞
一
（
二
日
町
）

伊
藤

眞
一
（
鶴
ヶ
町
）

笹
原

忠
市
（
北
町
）

小
関

勝
（
湯
沢
）

佐
藤

晴
夫
（
湯
沢
第
１
）

柴
崎

実
（
湯
沢
第
２
）

佐
々
木

進
（
北
楯
）

寺
西

昇
（
南
楯
）

小
関

好
夫
（
北
馬
場
）

冨
塚

和
良
（
南
馬
場
）

和
泉

昭
男
（
大
沢
川
）

石
川

征
男
（
上
笛
田
）

菅
井

利
幸
（
中
笛
田
）

平
山

秋
雄
（
下
笛
田
）

〇新
元
木

正
悦
（
南
荒
町
）

土
屋

俊
英
（
中
荒
町
）

矢
矧

喜
平
治
（
北
荒
町
）

大
倉
地
区

大
倉
地
区

〇新
奥
山

正
志
（
大
上
）

緒
方

彗
生
（
林
崎
）

高
橋

茂
（
金
谷
）

◎
鈴
木

正
（
行
川
）

鈴
木

勝
（
中
沢
）

〇新
齋
藤

久
士
（
新
山
）

西
郷
地
区

西
郷
地
区

齊
藤

悟
（
碁
点
）

工
藤

一
男
（
浦
）

令和５年度の農事実行組合長の皆さんが決まりました。敬称
は省略させていただきます。
◎は代表者、○は副代表者、○新は新任、( )内は農事実行

組合名です。 ▲委嘱状交付式(尾花沢)

農事実行組合長の農事実行組合長の農事実行組合長の
みなさんを紹介しますみなさんを紹介しますみなさんを紹介します

令和５年度 ＪＡみちのく村山

髙
橋

剛
（
中
条
）

〇新
柴
田

一
弥
（
宿
）

須
藤

昭
信
（
上
宿
）

柴
田

新
一
（
乙
宿
）

田
中

和
幸
（
中
組
）

須
藤

啓
一
（
下
組
）

板
垣

正
洋
（
浮
沼
第
１
）

三
浦

宏
樹
（
浮
沼
第
２
）

板
垣

英
樹
（
道
六
）

◎
板
垣

藤
男
（
名
取
第
１
）

板
垣

義
和
（
名
取
第
２
）

髙
木

栄
悦
（
中
原
）

原
田

清
明
（
清
水
）

○
太
田

幸
信
（
大
淀
）

斎
藤

隆
（
長
島
）

袖
崎
地
区

袖
崎
地
区

鈴
木

洋
一
（
本
飯
田
第
１
）

鈴
木

友
吉
（
本
飯
田
第
２
）

齊
藤

実
（
本
飯
田
第
３
東

）

後
藤

清
一
（
本
飯
田
第
３
西

）

齊
藤

照
夫
（
本
飯
田
第
４
）

永
岡

定
雄
（
本
飯
田
第
５
）

遠
藤

正
人
（
本
飯
田
第
６
）

野
口

逸
夫
（
土
生
田
第
１
）

○
阿
部

登
（
土
生
田
第
２
）

小
室

弘
之
（
土
生
田
第
３
）

佐
藤

清
志
（
土
生
田
第
４
）

八
鍬

貞
次
（
土
生
田
第
５
）

小
室

久
雄
（
土
生
田
第
６
）

青
木

繁
雄
（
土
生
田
第
７
）

太
田
喜
一
郎
（
高
玉
）

◎
鈴
木

政
和
（
赤
石
）

青
戸

保
雄
（
五
十
沢
）

葉
山
地
区

葉
山
地
区

〇新
外
塚

秀
信
（
楯
下
釜
）

〇新
奥
山

幸
徳
（
西
口
）

◎
井
上

朝
元
（
上
宿
）

〇新
芦
野

富
慶
（
新
宿
）

〇新
井
澤

正
人
（
下
宿
）

奥
山

高
（
平
野
）

細
矢

清
隆
（
北
口
）

片
桐

清
治
（
水
南
）

森

一
弘
（
東
）

〇新
門
脇

永
和
（
門
前
）

〇新
奥
山

隆
幸
（
河
原
前
）

三
原

亮
（
下
原
）

〇新
仲
嶋

茂
巳
（
上
原
）

海
老
名
正
度
（
楯
）

後
藤

修
（
宝
）

後
藤

惣
一
（
天
神
）

藤
田

正
志
（
上
久
保
）

古
原

章
司
（
下
久
保
）

渡
辺

啓
治
（
下
小
路
）

後
藤

善
敏
（
矢
木
沢
）

○
後
藤
千
賀
志
（
山
際
）

髙
橋

光
義
（
中
ノ
目
）

石
川

賢
也
（
下
荒
敷
）

宮
林

善
吉
（
上
荒
敷
）

柏
倉

久
幸
（
北
山
）

菊
地

弘
明
（
上
ノ
宿
）

井
澤

一
裕
（
稲
下
中
部
）

佐
藤

利
吉
（
稲
下
南
部
）

井
澤

勝
家
（
稲
下
東
部
）

三
浦

由
智
（
反
田
）

髙
橋

稔
（
沖
）

髙
橋

誠
一
（
驚
滝
）

奥
山

良
策
（
船
橋
）

卯
野

清
策
（
共
栄
）

鈴
木

勝
志
（
土
海
在
家
）

青
柳

剛
（
北
畑
）

保
科

和
廣
（
弓
田
）

○
中
里

邦
男
（
新
町
）

大
沼

義
治
（
新
田
）

細
谷

孝
義
（
宮
下
第
１
）

大
沼

秀
輝
（
宮
下
第
２
）

尾
花
沢
地
区

尾
花
沢
地
区

鈴
木

敏
正
（
上
町
１
）

柴
田

雄
（
上
町
２
）

〇新
斉
藤

稔
（
上
町
３
）

安
井

一
義
（
上
町
４
）

◎
阿
部

彰
雄
（
上
町
５
）

鈴
木

明
（
梺
町
１
）

奥
山

仁
志
（
梺
町
３
）

加
藤

一
志
（
横
町
１
）

沼
沢

滋
（
横
町
２
）

佐
藤

惣
一
（
北
町
）

高
橋

健
（
荒
楯
）

〇新
石
山

久
美
（
新
町
５
）

後
藤

昇
（
朧
気
）

〇新
大
山

浩
（
二
藤
袋
１
）

〇新
岸

晃
太
郎
（
二
藤
袋
２
）

大
山

弘
（
二
藤
袋
３
）

〇新
柴
田

章
（
二
藤
袋
開
拓
１

）

〇新
遠
藤

利
一
（
二
藤
袋
開
拓
２

）

〇新
大
類

俊
一
（
田
沢
）

佐
藤

義
昭
（
牛
房
野
１
）

今
野

春
義
（
牛
房
野
２
）

志
村

文
男
（
牛
房
野
３
）

〇新
佐
藤

与
亮
（
牛
房
野
４
）

高
橋

良
一
（
横
内
）

石
塚

良
一
（
五
十
沢
）

〇新
菅
野

信
悦
（
和
合
）

福
原
地
区

福
原
地
区

榎
本

信
次
（
荻
袋
１
）

戸
津

英
樹
（
荻
袋
２
）

佐
々
木
喜
代
志
（
荻
袋
３
）

榎
本

淳
志
（
荻
袋
４
）

伊
勢
村
孝
之
（
荻
袋
開
拓
）

◎
渡
辺

精
一
（
寺
内
１
）

押
切

浩
明
（
寺
内
２
）

大
場
喜
久
雄
（
寺
内
３
）

星
川

邦
男
（
西
原
１
）

廣
瀬

正
吉
（
西
原
２
）

東
海
林
富
弥
（
南
沢
１
）

東
海
林
志
一
（
南
沢
２
）

○
小
松

良
雄
（
野
黒
沢
１
）

三
浦

政
博
（
野
黒
沢
２
）

大
類
喜
美
男
（
芦
沢
１
）

東
海
林

正
（
芦
沢
２
）

矢
作

晴
義
（
小
山
開
拓
）

工
藤

誠
（
芦
沢
駅
前
）

神
保

玲
（
大
海
平
）

石
川

良
子
（
名
木
沢
１
）

石
川

啓
次
（
名
木
沢
２
）

大
類

栄
次
（
名
木
沢
３
）

齋
藤

吉
徳
（
名
木
沢
４
）

有
沢

正
幸
（
西
野
々
）

〇新
国
分

秀
俊
（
毒
沢
）

宮
沢
地
区

宮
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地
区

押
切

敏
一
（
上
の
宿
）

大
類

義
輝
（
正
厳
１

－

１
）

〇新
小
関

武
（
正
厳
１

－

２
）

高
橋

信
昭
（
正
厳
２
）

堀
江

悦
郎
（
正
厳
３
）

加
藤

宗
夫
（
丹
生
１
）

本
間
長
三
郎
（
丹
生
２
）

石
塚

壽
一
（
丹
生
３
）

〇新
菅
野

久
（
安
久
戸
）

井
上

節
夫
（
玉
野
原
）

片
倉

茂
司
（
中
島
）

原
田

嘉
孝
（
押
切
）

〇新
高
橋

勝
之
（
高
橋
）

〇新
高
橋

健
一
（
中
刈
）

今
野

智
徳
（
矢
越
）

柴
崎

盛
雄
（
関
谷
）

押
切

英
明
（
市
野
々
）

鈴
木

信
雄
（
岩
谷
沢
）

◎
三
浦

義
一
（
行
沢
）

玉
野
地
区

玉
野
地
区

〇新
大
山

博
（
下
原
田
）

〇新
笹
原

武
（
北
郷
）

菅
野

文
博
（
坂
本
）

◎
折
原

政
美
（
鶴
巻
田
）

髙
橋

昭
（
鶴
巻
田
）

近
藤

範
雄
（
母
袋
）

○
遠
藤

和
彦
（
粟
生
）

小
関

武
夫
（
下
柳
）

柳
橋

仁
（
寺
町
）

〇新
清
藤

修
一
（
上
原
田
）

木
戸

健
悦
（
銀
山
）

常
盤
地
区

常
盤
地
区

◎
豊
島
記
代
司
（
三
日
町
）

鈴
木
敬
次
郎
（
九
日
町
１
）

菅
藤

守
（
九
日
町
２
）

五
十
嵐
幸
悦
（
袖
原
）

古
瀬

政
義
（
荒
町
）

伊
藤

忠
義
（
古
殿
１
）

五
十
嵐
昭
一
（
古
殿
２
）

大
戸

一
雄
（
畑
沢
１
）

古
瀬

秀
則
（
畑
沢
２
）

斎
藤
喜
久
男
（
細
野
１
）

五
十
嵐
清
悦
（
細
野
２
）

〇新
安
食

正
弘
（
六
沢
１
）

〇新
草
刈

雄
一
（
六
沢
２
）

秋
保

雅
史
（
鶴
子
１
）

伊
藤

勝
夫
（
滝
ノ
上
）

西
塚

伸
（
中
里
）

○
西
塚
カ
ネ
子
（
鶴
子
３
）

小
松

俊
和
（
市
野
々
）

永
沢

義
信
（
紅
内
）

大
石
田
地
区

大
石
田
地
区

菅
原

昭
雄
（
今
宿
）

榎
本

義
篤
（
新
町
川
端
）

◎
小
座
間
智
夫
（
四
日
町
）

吉
田

茂
（
東
町
）

○
大
類
清
一
郎
（
大
石
田
上
ノ
原

）

齊
藤

誠
（
井
出
）

近
江

光
明
（
曙
町
）

横
山
地
区

横
山
地
区

髙
橋

金
雄
（
上
宿
）

○
伊
藤

実
（
下
宿
・
黒
滝
）

奥
山

政
雄
（
上
ノ
原
）

髙
橋

正
子
（
坂
ノ
上
）

髙
橋

利
晴
（
来
迎
寺
）

奥
山

彦
也
（
里
）

笹
原

浩
生
（
田
沢
上
）

伊
藤

正
彦
（
田
沢
下
）

◎
髙
橋

謙
悦
（
小
菅
）

今
田

孝
志
（
新
山
寺
）

豊
田
地
区

豊
田
地
区

〇新
草
刈

一
将
（
豊
田
）

遠
藤

保
（
川
前
）

◎
青
木

忠
弘
（
大
浦
）

○
森

保
彦
（
次
年
子
）

鑓
水

武
（
白
鷺
）

海
谷
地
区

海
谷
地
区

早
坂

英
樹
（
岩
ヶ
袋
）

斎
藤

昭
作
（
上
ノ
台
）

工
藤

英
昭
（
海
谷
）

◎
三
浦

清
孝
（
鷹
巣
１
）

三
浦

一
人
（
鷹
巣
２
）

斎
藤

良
一
（
鷹
巣
３
）

○
海
藤

雅
彦
（
駒
籠
）
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本
格
出
荷

本
格
出
荷

本
格
出
荷

ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
の
出
荷
規
格
確
認

ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
の
出
荷
規
格
確
認

ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
の
出
荷
規
格
確
認

村
山
営
農
セ
ン
タ
ー
村
山
さ
く

ら
ん
ぼ
加
温
ハ
ウ
ス
研
究
会
（
太

田
一
男
会
長
）
は
４
月
12
日
、
果

実
選
果
施
設
で
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん

ぼ
の
目
揃
え
会
を
開
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
担
当
者
が
出
荷
容
器
と

規
格
ご
と
の
詰
め
方
な
ど
を
説
明
。

本
格
出
荷
を
目
前
に
控
え
、
ハ
ウ

ス
内
の
温
度
管
理
に
は
十
分
注
意

す
る
な
ど
、
栽
培
管
理
の
徹
底
に

よ
り
、
良
品
出
荷
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

主
力
の
「
佐
藤
錦
」
は
３
月
29

日
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、
関
東
、

関
西
、
広
島
方
面
の
市
場
に
出
荷

▲ＪＡの担当者から出荷規格などの説明を

聞く生産者たち(４月12日)

令和５年度の事業活動を協議令和５年度の事業活動を協議令和５年度の事業活動を協議

～女性部委員・事務局合同会議～～女性部委員・事務局合同会議～～女性部委員・事務局合同会議～

管内５つの水稲育苗施設（村山市中央、葉山、戸

沢、尾花沢、大石田）では、３月中旬から塩水選作

業を行い、4月中旬から催芽種子の引き渡しや播種

作業が進められました。５月中旬から始まる苗の引

き渡しに向けて、現場では連日管理作業が続いてい

ます。

村山市中央育苗組合(土谷博行組合長)では安全祈

願祭が４月６日、村山市中央育苗センターで行われ、

今年の健苗育成と作業の安全を祈願しました。

ＪＡみちのく村山女性部は４月12日、本店で女性

部委員・事務局の合同会議を開きました。各支部長

とＪＡ職員あわせて20人が出席し、令和５年度の事

業計画などを決めました。

犬飼紀子部長が「いよいよ新役員体制での活動が

スタートする。今年度も活発に活動して女性部を盛

り上げていこう」とあいさつ。協議では、ＪＡ女性

組織３カ年計画のスローガン「ＪＡ女性 想いを一つ

に かなえよう」を基本とし、全体研修、スポーツ親

睦会、脳ドック健診などの日程や内容を承認しまし

た。

また、賞味期限内の食べ物を持ち寄り、支援を必

要としている個人や団体に無償で提供する「フード

ドライブ活動」にも取り組み、ＪＡ事業にも積極的

に参画していくことを確認しました。

今
年
も
健
苗
育
成
を

今
年
も
健
苗
育
成
を

今
年
も
健
苗
育
成
を

〜
管
内
水
稲
育
苗
が

〜
管
内
水
稲
育
苗
が

〜
管
内
水
稲
育
苗
が

ス
タ
ー
ト
〜

ス
タ
ー
ト
〜

ス
タ
ー
ト
〜

▲令和５年度の活動を確認した会議

エコ活動の実施エコ活動の実施エコ活動の実施

～(株)みちのくサービス社員会～～(株)みちのくサービス社員会～～(株)みちのくサービス社員会～

みちのくサービス社員会(久保俊一委員長)で、

SDGSの取り組みの一環としてペットボトルの

キャップの回収活動を行いました。

集められたキャップは、福祉施設へ車椅子や消毒

液の購入に役立てて貰おうと、(株)クリーンシステ

ムへ寄付しました。この活動は今後も継続して行っ

ていきます。

▶
播
種
作
業
(
尾
花
沢
育
苗
セ
ン
タ
ー
)

大石田町の産直「つなぎ」が４月８日に今年度の

営業がスタートしました。

オープン当日は、朝早くから会員の人たちが新鮮

な野菜や加工品、手芸品などを持ち込み、オープン

を待ちわびた多くのお客が来店し賑わいました。

４月28日～30日には、管内のＪＡグリーン４店舗

で春作業応援大売り出しが行われました。肥料、農

薬はもとより野菜苗も販売され、また、牛肉など食

料品も特価で提供されました。

産直「つなぎ」オープン産直「つなぎ」オープン産直「つなぎ」オープン

JAグリーンでも売り出しJAグリーンでも売り出しJAグリーンでも売り出し
▶
今
年
度
も
営
業
ス
タ
ー
ト
し
た

産
直
つ
な
ぎ

▲ペットボトルのキャップをクリーンシステムに寄付

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
盛
期
は
４
月

下
旬
〜
５
月
上
旬
。
市
場
の
評
価

も
良
く
、
令
和
５
年
度
は
、
出
荷

量
、
販
売
額
共
に
前
年
度
実
績
を

上
回
る
計
画
を
目
指
し
ま
す
。
出

荷
は
５
月
末
ま
で
続
き
ま
す
。

ま
た
、
４
月
18
日
に
は
、
山
形

県
さ
く
ら
ん
ぼ
ハ
ウ
ス
栽
培
研
究

会
の
現
地
研
修
会
が
開
か
れ
、
県

内
の
加
温
さ
く
ら
ん
ぼ
産
地
の
生

産
者
、
担
当
者
ら
約
60
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

今
回
は
当
Ｊ
Ａ
が
当
番
と
い
う

こ
と
で
、
果
実
選
果
場
で
販
売
情

勢
や
今
後
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て

の
話
に
続
き
、
箱
詰
め
の
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
地
研
修
会

で
は
、
村
山
市
大
久
保
の
軽
部
進

一
さ
ん
と
森
静
子
さ
ん
の
園
地
を

巡
回
し
ま
し
た
。

３
月
末
か
ら
４
月
初
め
の
低
温

の
影
響
で
雄
し
べ
の
枯
死
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
防
霜
対
策

の
継
続
と
結
実
確
保
対
策
の
講
習

会
が
４
月
19
日
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
北
村
山
農
業
技
術
普
及
課
の

担
当
者
か
ら
、
防
風
ネ
ッ
ト
の
設

置
や
人
工
授
粉
の
徹
底
、
開
花
期

の
か
ん
水
な
ど
結
実
確
保
対
策
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、

毛
ば
た
き
を
使
い
人
工
授
粉
作
業

の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

結
実
対
策
講
習
会

▲県の現地研修会で行われた箱詰め講習会(４月18日)

▲毛ばたきを使い受粉作業の実演が行われ

た結実対策講習会(４月19日）

当
Ｊ
Ａ
は
４
月
12
日
、
本
店
で

令
和
５
年
度
信
用
共
済
事
業
推
進

大
会
を
開
き
ま
し
た
。
本
店
・
各

支
店
の
信
用
共
済
担
当
職
員
約
40

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

信
用
共
済
の
各
事
業
方
針
と
目

標
の
説
明
に
続
き
、
代
表
が
決
意

を
表
明
し
ま
し
た
。
大
石
田
支
店

の
青
木
美
和
子
課
長
が
「
常
に
お

客
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
地
域
の

金
融
機
関
と
し
て
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ

を
目
指
す
」
ま
た
、
村
山
地
区
Ｌ

Ａ
管
理
者
の
齋
藤
淳
哉
職
員
が

「
共
済
の
総
合
保
障
の
提
供
を
通

し
て
、
組
合
員
・
利
用
者
の
目
線

に
立
っ
た
推
進
活
動
に
努
め
、
目

標
の
早
期
必
達
を
目
指
す
」
と
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。
葉
山
支
店

の
矢
萩
弘
子
次
長
と
尾
花
沢
・
大

石
田
地
区
Ｌ
Ａ
管
理
者
の
尾
﨑
洋

介
職
員
の
掛
け
声
で「
頑
張
ろ
う
」

を
三
唱
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
年
度
末
貯
金
目

標
は
783
億
円
で
、
貸
出
金
残
高
目

標
は
158
億
円
。
新
た
に
投
資
信
託

の
取
り
扱
い
を
始
め
ま
す
。
共
済

の
推
進
総
合
目
標
は
980
万
ポ
イ
ン

ト
で
、
組
合
員
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
連
携
と
情
報
の
共
有

を
図
り
目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

事業目標必達に一丸事業目標必達に一丸事業目標必達に一丸

～信用共済推進大会～～信用共済推進大会～～信用共済推進大会～

▲｢頑張ろう｣を三唱する参加者

▲無事故で健苗育成を祈願(村山市中央育苗センター）
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お知らせ掲示板お知らせ掲示板

ＪＡみちのく村山ＪＡみちのく村山
第28回通常総代会のお知らせ第28回通常総代会のお知らせ

■開催日時／令和５年６月７日(水)

午後１時30分開会

■場 所／ＪＡみちのく村山本店３階ホール

※今年はＪＡ本店での開催となります。

５月は米の出荷契約です。お米は全量ＪＡへ！

■日 時／令和５年６月10日(土)～11日(日)

午前９時～午後４時

(11日は午後３時まで)

■場 所／尾花沢営農センター３階ホール

■展示内容／•婚礼衣裳

•成人式､卒業･入学式の着物､羽織･袴

•子供の七五三、お宮参りの着物等

※女性部員は、さらに10％

割引になります。

※会場にはコロナウイルス

感染症拡大防止のため、

マスク着用でご来場を

お願いします。

お問い合わせ

尾花沢地区女性部事務局まで
☎0237-22-2020

～ＪＡみちのく村山果実選果施設～

従業員募集！従業員募集！

ＪＡみちのく村山旅行センターの取扱方法が変わりますＪＡみちのく村山旅行センターの取扱方法が変わります

５月24日ご利用分より ５月23日ご利用分まで

予約の方法について
旅行センターへ来店または電話

でのお申込みで予約が完了

①各事業所、旅行センターで来店また

は電話にて受付します

②農協観光山形支店より連絡をさせて

いただき、予約の内容を伺います

③農協観光山形支店で手配します

旅行代金の支払について ＪＡへお支払い

農協観光より請求書が発行されますの

で、金融機関振込またはコンビニ決済

となります（別途手数料が必要）

宿泊券等のお渡しについて ＪＡよりお引渡し
郵送にて送付いたします（５営業日を

いただきます）

■募集人数／若干名

■勤 務 地／ＪＡ果実選果施設

(村山市大字白鳥字秋山3832)

■採用条件／18歳以上で､元気で体力に自信のある方

■就労期間／令和５年７月下旬頃～11月下旬まで

■就労時間／午前８時30分～午後５時

■業務内容／トマト・もも・りんご・西洋梨の選果

に関する業務

■募集期間／令和５年６月16日(金)まで

くだものとトマト選果作業を

一緒にやってみませんか？

問い合わせ先／☎0237-52-4022(担当：峯田・井上)

村山中央給油所につきまして、４月から定休日を

設けることになりました。ご理解とご協力をお願い

します。

みちのくサービスからのお知らせみちのくサービスからのお知らせ

定 休 日／毎週日曜日、祝日

営業時間／午前８時～午後６時

尾花沢地区女性部尾花沢地区女性部
貸衣裳小展示会開催貸衣裳小展示会開催

これまで、コロナ感染症の影響により旅行センターの業務取扱方法を変更しておりましたが、

この度以下の通りになります。今後とも変わらぬご愛顧をよろしくお願いいたします。

※５月１日プレオープンし５月24日グランドオープンいたします｡

お申込み・お問い合わせ／ＪＡみちのく村山旅行センター ☎0237-55-6314
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❶１年で一番昼が長い日

❷徳川家康が晩年を過ごした

――城

❸不動産会社が売買するもの

の１つ

❺『落穂拾い』や『晩鐘』を描い

た画家

❻奈良や鎌倉のものが有名

❽テッセンとも呼ばれるキン

ポウゲ科の花

11相撲取りが踏みます

12抑揚のないせりふ回しは

13トウモロコシやゴーヤーが

多く出回る季節

15弁当箱にご飯と一緒に詰め

ます

16――コート、――ブーツ

19円周率を表す文字

20ネタとシャリで作ります

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの

文字を順に並べてできた言葉が答えです。

21

22

17

18

19

20

14

15

16

12

13

10

11

７

８

９

１

２

３

４

５

６

⬇ タテのカギ

❶招く側がホストなら、招か

れる側は

❹タマネギを切ると出ること

も

❼建てたばかりの建物のこと

❾数字のゼロを日本語でいう

と

10サーブ→ ―― →トス→ア

タック

13｢海鼠｣と書く生き物

14置き時計はクロック、腕時

計は

17仕事や用事がない空き時間

のこと

18コショウ、ナツメグ、シナ

モンなど

21プールの授業のときに着ま

す

22領収書に収入――を貼った

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

答え

Ｅ

➡ ヨコのカギ

2118

19

20

14

15

16

17

11

12

13

９

10

６

７

８

１

２

３

４

５

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の

５名の方が当選しました。おめでとうございます。

４月号の答え ｢アマリリス｣

[ハガキ記入例]
◆応募のきまり

•応募は１人につき１回有効です。

•紙面の都合により「みちのくぼいす」

に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合

も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』６月号で行い

ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先

•ハガキ…[記入例]をご参照ください。

•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp

•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ５月24日(水)

※ 当日消印有効
ペンネームを使用する方は、

本名・ペンネーム両方とも記

入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

すてきな賞品をプレゼント

みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名

クロスワードパズル正解者の中から……５名

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
63

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え

②｢みちのくぼいす｣テ

ーマなどに関する身

近な話題、ご意見・

ご感想

③郵便番号・住所

④氏名・ペンネーム

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号
•眠眠さん(大石田町)

•４人の孫が好きなじいじいさん(村山市)

•きょーちゃんさん(村山市)

•スイカ大好きさん(尾花沢市)

•花粉症の隊長さん(大石田町)

今
回
の
テ
ー
マ

テ
ー
マ
大
賞

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢母
の
日
｣
で
す
。

５
月
14
日
は
母
の
日
。
み
な
さ
ん

の
母
の
日
の
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
俳

句
、
短
歌
、
川
柳
コ
ー
ナ
ー
」
へ
の

作
品
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
便
り
は
、
み
ち
の

く
ぼ
い
す
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
紹
介

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

リ ツ タ イ ア テ

チ マ キ ア オ イ

ク ジ ヨ ウ リ

ト ラ ウ ズ シ オ

メ イ ジ ミ リ ン

オ キ ス イ モ

ア カ ロ ウ カ

Ｂ

Ｄ

｢私
の
イ
チ
押
し
｣

Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ａ

イ
チ
押
し
は
「
圧
力
鍋
」
で
す
。

正
月
や
お
祭
り
に
は
昆
布
巻
や
棒

ダ
ラ
を
煮
て
、
秋
に
は
サ
ツ
マ
イ

モ
を
蒸
し
、
そ
の
ま
ま
食
べ
た
り

大
学
イ
モ
風
に
し
た
り
。
冬
は
り

ん
ご
の
コ
ン
ポ
ー
ト
、
大
豆
は
蒸

し
豆
に
し
て
い
ま
す
。
光
熱
費
の

節
約
、
時
短
に
も
な
り
ま
す
よ
。

(
村
山
市

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
好
き
さ
ん
)

私
の
イ
チ
押
し
は
、
手
塚
治
虫

さ
ん
の
作
品
す
べ
て
で
す
。
特
に

「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
」
の
漫
画

は
感
動
的
で
す
。

(
村
山
市

ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

｢
や
ま
が
た
百
名
山
｣
北
山
。
春

は
桜
、
初
夏
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、

秋
は
紅
葉
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

登
る
こ
と
が
で
き
て
、
頂
上
か
ら

の
眺
め
は
最
高
で
す
。

(
村
山
市

き
ょ
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

退
職
し
て
、
時
間
と
お
小
遣
い

と
少
し
気
持
ち
に
余
裕
が
で
き
る

と
、
こ
れ
ま
で
関
心
が
な
か
っ
た

山
菜
採
り
が
贅
沢
な
時
間
と
な
り

ま
す
。
自
分
で
採
っ
て
自
分
で
料

理
し
た
山
菜
は
、
人
生
の
味
が
し

ま
す
。
お
試
し
あ
れ
。

(
村
山
市

ゆ
う
ち
ゃ
ん
じ
い
じ
さ
ん
)

コ
ー
ト
を
脱
い
だ
我
姿
に
シ
ョ

ッ
ク
を
覚
え
、
意
を
決
し
て
(
？
)

30
年
ぶ
り
に
ボ
ー
リ
ン
グ
場
へ
。

も
ち
ろ
ん
フ
ォ
ー
ム
は
バ
ラ
バ
ラ

‥
‥
。
た
だ
一
つ
｢
真
っ
直
ぐ
に
｣

と
願
を
か
け
ま
し
た
。
で
も
、
あ

れ
れ
？
ど
う
し
た
こ
と
か
。
あ
れ

よ
あ
れ
よ
と
ス
コ
ア
117
点
。
も
う

び
っ
く
り
！
面
白
い
の
何
の
っ
て
、

実
に
楽
し
い
。
「
私
ま
だ
や
れ
る

じ
ゃ
ん
」
そ
う
思
っ
た
瞬
間
で
し

た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
最
高
！

(
大
石
田
町

眠
眠
さ
ん
)

春
の
山
菜
を
味
わ
い
ま
し
た
。

内
陸
で
は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん

が
、
「
ア
マ
ド
コ
ロ
（
甘
野
老
）
」

で
す
。
茹
で
て
酢
み
そ
和
え
が
お

手
軽
で
す
。
甘
く
て
ほ
ろ
苦
く
春

を
感
じ
ま
す
。
酒
田
の
松
林
で
楽

し
ん
で
採
れ
ま
す
。

(
村
山
市

ま
あ
ゆ
さ
ん
)

私
の
イ
チ
押
し
は
、
サ
ッ
カ
ー

の
ス
タ
ジ
ア
ム
グ
ル
メ
で
す
。
他

県
で
は
マ
ネ
で
き
な
い
く
ら
い
、

山
形
の
ス
タ
グ
ル
は
最
高
で
す
。

Ｊ
１
昇
格
で
き
る
と
い
い
な
。

(
尾
花
沢
市

２
児
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

私
の
イ
チ
押
し
は
、
昔
母
か
ら

教
わ
っ
た
く
じ
ら
餅
と
し
そ
巻
き

で
す
。
美
味
！
と
喜
ん
で
く
れ
る

の
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。

(
大
石
田
町

ふ
っ
き
バ
ア
)

今
の
柿
の
葉
は
や
わ
ら
か
い
の

で
、
我
が
家
で
は
天
ぷ
ら
で
食
べ

ま
す
。
あ
と
、
ド
ク
ダ
ミ
を
水
に

さ
ら
し
て
、
臭
み
が
と
れ
た
ら
天

ぷ
ら
に
し
ま
す
。

(
村
山
市

４
人
の
孫
が
好
き
な
じ
い
じ
い
さ
ん
)

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
山
菜
に
か

ぎ
り
ま
す
。
(
大
石
田
町

ラ
ラ
さ
ん
)

竹
の
子
ご
飯
で
す
。

(
大
阪
府
堺
市

た
ろ
や
ん
さ
ん
)

私
は
花
が
大
好
き
な
の
で
す
が
、

今
、
朝
ド
ラ
で
植
物
博
士
に
な
る

前
の
話
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
役
が
神
木
隆
之
介
君
！
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
、
映
画
な

ど
で
見
て
い
た
人
で
す
。
大
好
き

で
す
。
番
頭
の
息
子
役
の
志
尊
淳

も
い
い
役
を
し
て
い
ま
す
。
秋
ま

で
が
楽
し
み
で
す
。
今
、
我
が
家

の
玄
関
の
上
に
は
、
も
う
、
幸
せ

の
使
者
の
ツ
バ
メ
夫
婦
が
今
年
も

早
く
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

(
村
山
市

ユ
ッ
キ
ー
さ
ん
)

家
庭
菜
園
で
た
く
さ
ん
収
穫
で

き
た
ゴ
ー
ヤ
。
知
り
合
い
の
方
に

お
す
そ
分
け
し
て
も
食
べ
き
れ
ず
、

昨
年
、
冷
凍
ゴ
ー
ヤ
に
初
挑
戦
し

ま
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
の
種
を
取
り
、

半
月
切
り
に
し
て
生
の
ま
ま
冷
凍

春
の
徳
良
湖
。
桜
の
下
を
歩

く
遊
歩
道
と
た
く
さ
ん
の
鯉
の

ぼ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
姿

に
家
族
で
楽
し
め
る
場
所
で
す
。

花
見
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン

プ
も
で
き
て
温
泉
に
も
入
れ
て
、

お
い
し
い
物
も
い
っ
ぱ
い
あ
る

の
で
是
非
来
て
ほ
し
い
イ
チ
押

し
の
場
所
で
す
。

(
尾
花
沢
市

ち
ろ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
)

Ａ

み
ち
の
く
短
歌
・
俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
短
歌
・
俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
短
歌
・
俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
短
歌
・
俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
短
歌
・
俳
句
コ
ー
ナ
ー

蒲
公
英

た

ん

ぽ

ぽ

の

絮わ
た

の
如
し
と
移
動
せ
り

Ｊ
Ａ
職
員
次
の
赴
任
地

(
村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

雪
と
け
て

心
う
き
う
き

種
を
ま
く

(
尾
花
沢
市

め
い
さ
や
さ
ん
)

Ｃ

Ｃ

高所作業に注意！

毎年本県では、さくらんぼ収穫作業

等の高所作業中の事故が多く発生して

います。本格的な作業が始まる前に次

の対策を参考に農作業事故防止に努め

ていきましょう！

次のポイントを確認し、高所作業
事故を防いでいきましょう！

１．脚立設置時に最下段に乗り踏み込む｡
最下段に乗って、体全体でトントンと

脚立の足を踏み込み、脚立を安定的に設

置しましょう。

２．脚立から身を乗り出さない。
身を乗り出さず、こまめに脚立を移動

させましょう。

３．開脚防止チェーンをしっかりかける。
チェーンが短い場合は、紐などで延長

しましょう。

４．最上段にのぼって作業しない。
必要であれば、より高い脚立を使用す

るか、最上段をまたいで作業しましょう。

５．ヘルメットを装着しましょう。
自分の身を守るために、必ずヘルメッ

トをかぶりましょう。

高所での作業は、焦らず、ゆっくりと
計画的な作業を心がけましょう！

保
存
。
も
ぎ
た
て
を
調
理
し
て
食

べ
る
の
は
一
番
で
す
が
、
冷
凍
ゴ

ー
ヤ
で
も
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

(
尾
花
沢
市

め
い
さ
や
さ
ん
)

家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
ふ
れ
あ

い
を
読
ん
で
い
ま
す
。

(
大
石
田
町

花
粉
症
の
隊
長
さ
ん
)


